
啓明
令和２年度学校だより 学校教育目標

積極的に真理の追求をする生徒
厳しく正しい生活をする生徒
強い身体と心を鍛える生徒

スローガン「自分史上最高を目指せ！」 令和３年３月２４日 第１３号

苫小牧市立啓明中学校長 大 橋 祐 之

３月１３日（土）に第３９回卒業証書授与式を行いました。式場への入場者は、卒業生と卒業生の保
護者（各家庭１名）という制限の中、開催しました。また、１・２年生は各教室でのオンライン参加と
なりました。
私からの式辞では、現３年生（卒業生）が入学したときにお話しした内容から「これからの旅立ちに

際し、諦めきれない、これだけは絶対に達成したいという目標をもってください。」というメッセージ
を贈らせていただきました。
今年度１年間を振り返っただけでも、様々な思いや葛藤があったのも事実です。本日の修了式では、

各学年に対し入学式でお話しした内容を、改めて進級に当たってのメッセージとさせていただきました。
現２年生へ「自分と向き合う」「出会った人からは必要な学びがある」
現１年生へ「互いに尊重し合い共に生きる」

＝現３年生へのメッセージ（入学式の式辞から）＝
「諦めきれない目標をもて！」
発明王と言われる「トーマス・エジソン」氏は、電球を発明するために

１万回もの失敗を繰り返しました。しかし、彼は一度も「『失敗した』と
思ったことはない」と言っています。むしろ、「成功に近づいている」と
考えたそうです。エジソンは、諦めない人ではなく、諦めきれない目標
をもった人だったのではないでしょうか。
３年後の進むべき道の選択に向けて、「諦めきれない、これだけは絶対

に達成したい」という目標をもってください。
「まずは、挑戦してほしい！」
現サントリーの創業者「鳥井 信治郎」氏は、どんな苦境に陥っても、やるべきことへの確信を捨

てず、新たな挑戦をし続けた人です。そして、常々、社員には挑戦することの必要性を訴え、「やっ
てみなはれ やらなわからしまへんで！」と、檄（げき）を飛ばしていたそうです。
やってみなければわからないことばかりです。まずは、１５歳の春へ向けての挑戦です。

＝現２年生へのメッセージ（入学式の式辞から）＝
「自分と向き合う！」
「ジャパネットたかた」の創業者である「髙田 明」氏は、こう述べております。「周囲の誰かと

自分を比べても優越感や劣等感が生じて疲れるだけで何の得にもなりませんが、昨日の自分と比べる
と自分の成長につながります。そう、『他の人より上』でなく、『自分史上最高』を目指せばいいの
です。……毎日、昨日の自分より、ほんの少しでも上回れるよう努力すれば、すごいことになります

よね。他人よりも、自分自身を意識する方が成長の早道なんです。……」
「自分と向き合う」、それは「昨日の自分より、ほんのわずかでも上回れ

る今日の自分である」ことです。
「出会った人からは必要な学びがある！」
人生は生まれた瞬間から出会いの連続です。自分とはちょっと違った見方

や考え方、はっとさせられるような発想など。時には、人からもらった一言
で、自分が救われることもあります。しっかりと、人の話に耳を傾け、自分
の成長へとつなげていってほしいと思います。
「出会った人からは必要な学びがある」、それは「相手に対する感謝の気

持ちをもつ」ことです。

＝現１年生へのメッセージ（入学式の式辞から）＝
「互いに尊重し合い共に生きる！」
今、新型コロナウイルス感染症に関わり、先を見通せない現実がありま

す。だからこそ、確かな情報や正しい知識の中、今できること、今すべき
ことを自らの行動に移していくことが重要です。そこには、自分一人では
なく「共に」というなくてはならないキーワードが隠されています。
「共に」をキーワードとし、「自分、そして、他を思いやる気持ち」を

大切にしていくことが「互いに尊重し合い共に生きる」という「真の共生社会」の実現につながって
いきます。今日から「共に」歩んでいきましょう。



地域連携 学校関係者会議実施
３月２日（火）に学校関係者会議を実施しました。学校評議員とＰＴＡ役員（会長、副会長）をお招きして、

校内の視察と情報交流を行いました。感染症対策の一環から、給食の試食を中止し、授業参観も教室に
入らず廊下から遠望する形で実施しました。教室でタブレットＰＣを使用している様子や、ＰＣ本体と
保管状況、そして体育館に掲示してあるモザイクアート、ハンドアートを見ていただきました。また、
学校評価と次年度の学校経営方針について説明させていただきました。参加された皆様方からは次のような
感想をいただきました。
・（コロナ渦でストレスの多い状況下にも関わらず）生徒たちが落ち着いていて安心しました。
・（全員の思いが形となった）モザイクアート、ハンドアートは学校の宝です。大切にしてほしいです。
・（ＩＣＴの活用について）生徒の操作への慣れが早い反面、先生方のご苦労も推察できます。

快挙 長く続けることの大切さ
３月３日（水）、第３５回全道中学生の税をテーマとしたポスター募集の表彰式を

本校で行いました。担当している苫小牧道税事務所長をはじめとする３名の方々が
来校し、受賞者に対して表彰状が贈られました。また、美術部が以前から継続
してこのポスター募集に応募していたことから、学校（美術部）も表彰を受け
ました。なお、この快挙は苫小牧民報（R3.3.6）の記事にもなりました。

3.11 震災の記憶を風化させない
平成２３年（２０１１年）３月１１日に発生した東日本大震災から１０年が経過しました。震災で犠牲に

なられた方々に哀悼の意を表するため、本校では朝の学活時に全校生徒、全教職員で黙祷を捧げました。

人のつながり『啓明中出身』それだけで！
３月１１日（木）午前、同窓会入会式を行いました。本校１期生である同窓会長、

津嶋章一様が時間を割いて来校してくださいました。津嶋会長からは、本校開校時
の思い出や、今まで出会った方々とのエピソードなど、大変貴重なお話を聞か
せていただきました。そして最後に、「どのような進路に進もうと、あなたを
必要としている方がそこに必ずいますので頑張ってください」と、卒業生に
激励の言葉をいただきました。第３９期生を加え、卒業生総数が８５５０名
となりました。

思いは同じ ３年生を送る会
３月１１日（木）午後、３年生を送る会を実施しました。コロナ渦にある今年

度は、例年の実施方法を見直し、３年生のみを体育館に集め、１・２年生及び
教職員の発表を事前に録画したものを上映する形態に変更しました。直接３年
生にお祝いの気持ちを伝えることはできませんでしたが、限られた時間、実施
条件の中で最大限の工夫をして３年生の門出を在校生、全教職員で祝福しました。

お礼（早速使わせていただいております）
過日、個人及び事業者様より手指消毒用ハンドジェル、
非接触型体温計を寄贈いただきました。ありがとう
ございました。

保護者向け一斉メール配信システムについて
（さくら連絡網）

■新２・３年生について
機種変更をされた場合を除き、登録作業は不要です

■新入学及び市内中学校へ転校の場合
新規登録が必要です。後日、登録手順書配付されます

■兄弟姉妹の在籍がある場合について
学級ごと、学年ごとの登録をお願いします
■卒業生は３月３１日で登録が解除されます

感染症予防の徹底を

引き続き、ご協力をお願いいたします。
・手洗い ・換気（湿度管理も） ・体調管理
・通学時もマスク（距離が確保できない時）
・発熱したら登校しない（ご家族の発熱も）
・不要不急の外出を控える
・食事中の会話は控える

離任のお知らせ
大橋 祐之 校長（苫小牧市立光洋中学校へ）
山岸 弘昇 教頭（苫小牧市立明野中学校へ）校長として
池野ゆかり 教諭（苫小牧市立和光中学校へ）
道源由加里 教諭（苫小牧市立緑陵中学校へ）
梅原 康孝 教諭（苫小牧市立光洋中学校へ）
金子 歩 教諭（苫小牧市立凌雲中学校へ）
藤島 秀雄 公務補（苫小牧市立豊川小学校へ）

★啓明中の活躍★

読書感想文コンクール
優秀賞 さん（ － ）
”星の王子さま”が教えてくれたこと

啓明中学校ホームページ 【URL】http://www.city.tomakomai.hokkaido.jp/gakko/keimei/

４月の行事予定

５日（月）学級発表
新２年生… 10:00中央玄関
新入生…… 11:00南玄関

６日（火）着任式・始業式
７日（水）入学式（新２・３年生は 8:45 までに登校）
９日（金）二計測（３年生・６組）
１２日（月）二計測（１・２年生）
１３日（火）学級写真撮影
１６日（金）学力テスト（全学年）
２０日（火）苫小牧市統一学力検査（１・２年）
２９日（木）昭和の日
３０日（金）地域清掃（川沿町・ときわ町）
※令和３年度のＰＴＡ総会は書面会議とします。
※４月の授業参観は取りやめ、１学期末の実施
を予定しております。


